
国立民族学博物館研究報告 vol.033-3; 表紙ほか

言語: Japanese

出版者: 国立民族学博物館 , National Museum of

Ethnology

公開日: 2010-02-16

キーワード: 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00009135URL



特集:世 界の人類学2

序 論 竹沢尚一郎

北米の 「人類学」とカルチュラル ・スタディーズ

四分野制をめぐる文化戦争 米山 リサ

サバルタン ・スタディーズと南アジア人類学 田辺 明生

「マルチカルチュラル」オース トラリアにおける人類学 大野あきこ

ドイツの民俗学と文化人類学 森 明子

Moving Beyond the Orthodoxies in 'Sustainable  Agriculture' Daniel Niles

社会変動のなかの宗族組織

中華民国期の広東省珠江デルタの事例から 川ロ 幸大

国立民族 学博物館 〒565-8511大 阪府吹田市千里万博公園TELO6-6876-2151





国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告

33巻3号2009年

ごロゆ

目 ・ 次

特 集:世 界の人類 学2

序 論 竹沢 尚一郎 ……301

北 米 の 「人類学 」 とカルチュ ラル ・ス タデ ィーズ

四分野制をめぐる文化戦争 米山 リサ……311

サバ ル タン ・ス タデ ィーズ と南 アジア人類 学 田辺 明生 ……329

「マ ルチ カルチ ュラル」 オース トラリアにお ける人類学 … 大野 あ きこ……359

ドイ ツの民俗学 と文化人類学 森 明子 ……397

Moving Beyond the Orthodoxies in  `Sustainable Agriculture' • Daniel Niles......421

社会変動のなかの宗族組織

中華民国期の広東省珠江デルタの事例から 川口 幸大……453

寄稿要項 ・執筆要領489



BULLETIN OF THE NATIONAL MUSEUM OF ETHNOLOGY 

 Vol.  33 No. 32009

Special Section: Anthropology across the World II

   Takezawa, Shoichiro 

   Yoneyama, Lisa 

   Tanabe, Akio 

   Ono, Akiko 

   Mori, Akiko 

Niles, Daniel 

Kawaguchi, Yukihiro

Preface.............................................................................. 

Cultural Studies and "Anthropology" in North America: 

The Culture War over the Four-Fields ............................ 

Subaltern Studies and South Asian Anthropology........... 

Anthropology in `Multicultural' Australia ...................... 

German Volkskunde and Cultural Anthropology............. 

Moving Beyond the Orthodoxies in `Sustainable 

Agriculture' ...................................................................... 

Lineage Organization during the Social Upheaval of 

the Republican Period: Pearl River Delta, Guangdong 

Province ...........................................................................

301 

311 

329 

359 

397 

421 

453



『国立民族学博物館研究報告』寄稿要項

1.『 国立民族学博物館研究報告』の目的

『国立民族学博物館研究報告』(以 下 「『研

究報告』」という。)は,民 族学(文 化人類学)

の発展に寄与するために,国 立民族学博物館

(以下 「本館」という。)が 刊行する研究誌で

ある。この目的に即 して,民 族学,人 類学及

び関連諸科学に関する論文,書 評論文,資 料,

研究 ノー ト(以 下 「論文等」という。)を 掲

載する。

2.寄 稿資格

『研究報告』に寄稿することができる者は,

次のとお りとする。

(1)本 館 の専任研究教育職員,客 員教員 ・

特別客員教員及び本館の活動に関わる各

種研究員(機 関研究員,外 国人研究員,

共 同研究員,外 来研究員,特 別共同利用

研究員等)

(2)本 館の組織 ・運営に関与する者及び関

与 した者

(3)本 館の専任研究教育職員を研究代表者

として組織された研究プロジェク トの研

究分担者及び研究協力者

(4)そ の他研究出版委員会が適当と認めた

者

3.論 文等掲載までの過程

寄稿された論文等は,研 究出版委員会が選

定 した審査員(館 内2人,館 外1人)に よる

審査結果を踏まえて,研 究出版委員会が掲載

の可否及び改稿の必要性 を決定する。なお,

審査員の評価及び意見は,必 要に応 じて,寄

稿者と研究出版委員会に開示される。

4.寄 稿者による改稿,最 終稿

寄稿された論文等について,研 究出版委員

会が掲載を決定するまでの間に,必 要に応 じ

て寄稿者に改稿を求めることがある。改稿 さ

れた原稿は,研 究出版委員会が審査のうえ掲

載の可否を決定する。

5.著 者校正

著者校正は,初 校のみとする。校正段階で

の加筆 ・修正は認められない。

6.使 用言語,文 掌

論文等において使用する言語は,日 本語,

英語,フ ランス語,ス ペイン語,ロ シア語

中国語及び ドイツ語 とするが,そ れ以外の言

語で書 く必要がある場合は,寄 稿に先立って

研究出版委員会にその旨を申し出ること。原

稿に特殊な文字 ・記号を用いる場合 も同様で

ある。

7.原 稿の長 さ

原則 として無制限とする。ただし,論 文の

場合は 「ひとつの論文」として完結する内容

と構成であることを要する。

8.原 稿の返却

寄稿 された論文等は採否にかかわらず返却

しない。

9.原 稿料等

原稿料の支払い,掲 載料の徴収はしない。

10.著 作権

著作権は,執 筆者に帰属する。ただし,本

館はそれらの著作物 をデータベース化し,電

子媒体(ウ ェブサイ ト等)で 公開する権利を

保有する。その場合,本 館は公開される著作

物の著作権者を明記する。著作物に公開に適

さない箇所があれば,そ の部分を抹消するた

め,寄 稿時に研究出版委員会までその旨を申

し出ること。

11.寄 稿 ・連絡先

T565-8511

大 阪府吹田市千里万博公園10-1

大学共同利用機関法人

人間文化研究機構

国立民族学博物館内 研究出版委員会

電話(代)06-6876-2151

フ ァックス06-6878-8429

e-mail:hensyu@idc.minpaku.ac.jp
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『国立民族学博物館研究報告』執筆要領

1.論 文等の構成

論文は,標 題,著 者名,要 旨,キ ーワー ド,

目次,本 文,(必 要 に応 じて)謝 辞,注,参

照文献 リスト,図,表,写 真から成るものと

する。

資料 ・研究ノー ト等の場合は,要 旨を省略

してもよい。

2.原 稿の媒体

寄稿原稿は横書 きとする。原則 としてデジ

タルデータと,A4判 の用紙 に印刷 した原稿

との双方を提出する。

ファイルを作成するソフトは,一 般に普及

しているもの(MSワ ー ド,一 太郎等)を 使

用し,特 殊なフォントを用いる場合は,フ ォ

ントデータを添付する。

特殊文字や記号,イ タリック体文字,注 番

号,ル ビ等には,印 刷 した原稿に赤で印を付

ける。また,図,表,写 真の挿入箇所,(イ

ンデント,タ ブ等の)書 式情報も同様に赤で

書き込む。

3.図 表,写 真の扱い

図,表 ごとに,「図1」,「 表1」 の形式で通

し番号をつけ,そ れぞれの標題 説明,出 典

等を記す。図のカラー印刷を必要とする場合

は,研 究出版委員会に相談すること。

写真は,写 りの明瞭なもので,手 札判以上

の大きさに焼き付けたもの,ス ライド,ま た

は解像度の高いデジタルデータを用いる。写

真ごとに通 し番号,説 明,撮 影者名をつける。

または,図 と同様に取 り扱い,図 の通 し番号

に取 り込んで もよい。カラー写真を必要とす

る場合は,研 究出版委員会に相談すること。

図表は別紙に個別に作成 し,一 括 して印刷

原稿に添付すること。研究出版委員会に図の

トレースを委ねる場合は,そ の旨を注記する

こと。

4.表 記の原則

日本語表記

日本語の表記は常用漢字,現 代かなつかい

を用いる。年号,月 日その他の数字はアラビ

ア数字を用いる。ただし,慣 用 されている熟

語や序数については著者の判断に委ねるが,

個 々の論文において一貫性 を維持する。

年号は西暦 を用いる。外来語は慣用に従

う。人名,地 名は,現 地の発音に近いカタカ

ナ表記を採用する。いずれの場合も,必 要に

応 じて現地語を丸括弧内に附記する。

漢字表記

現地の言語が漢字表記の場合,現 地語単語

を日本字で表記する。固有名詞以外はカギ括

弧で括る。現地の漢字表記がそれに対応する

日本字 と異なる場合(中 国語の簡体字等),

初出の個所に丸括弧で括って,現 地表記を附

記する。

人名表記

アルファベットによる人名表記は,後 述す

る引用文献リス トの見出し人名のみを例外と

して,論 文等の使用言語に関らず,日 本人氏

名のローマ字表記も含めて,名,姓 の順に記

し,い ずれも頭文字は大文字,そ れ以降は小

文字で表記する。

5.書 式細目

標題 著者名

本文が日本語または中国語の場合は,本 文

と同じ言語での標題 と著者名,次 いで英語で

の標題とローマ字表記の著者名を,こ の順に

記す。本文が欧文の場合は,同 じ言語での標

題と著者名,次 いで日本語での標題 と著者名

を,こ の順に記す。

要管

論文には,本 文に用いる言語に関 りなく,

論文要旨を日本語 と英語で添付する。日本語

の要旨は400字,英 語の要旨は200語 を目安

とする。

キーワード

論文の内容を代表する5語 以内(原 則とし

て)の キーワー ドを日本語と英語で添付する。
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注

注は論文全体で通 し番号をつける。本文中

での注番号は,半 角の数字と丸括弧で記入す

る。

例 …である3>。

注の内容文は,本 文の次,(謝 辞がある場

合は)謝 辞の次,引 用文献リス トの前に一括

して,通 し番号順に記入する。

6.文 献引用の表記

本文や注で引用文献を指示するには,丸 括

弧で括って,著 者の姓,半 角スペース,文 献

刊行年次,コ ロン,引 用ページ数の順に記す。

ページの桁 は省略しない。ibid.,op.cit.,idem.

といった表記はしない。

例 …である(鳥 居1927:468-469)

鳥居(1975:468-469)は …であると指摘 し

ている。

(秋葉 ・赤松1935;MarcusandFischer1986)

(鳥居1913;1927)

(石田幹之助1942;石 田英一郎1951)

(Geertz,C.1960;Geertz,H.1963)

(鳥居1913a;1913b)

7.引 用 文献リス ト

配列順

原稿末尾の引用文献リス トには,本 文や注

で言及した文献の詳細な書誌情報 を,著 者名

のアルファベ ット順に,同 一著者の文献が複

数あれば刊行年次順に,列 挙する。同一著者

の同じ刊行年の複数の文献を引用 している場

合には,刊 行年次にアルファベ ットをつけて

区別 し,ア ルファベ ット順に配列する。

以下,記 入すべき書誌情報の要領を日本語

文献 欧文文献の2種 にわたって述べる。中

国語や朝鮮語の文献は日本語文献に準ずる。

書誌情報

日本語の論文の場合,論 文名はカギ括弧,

収録書名(な い し収録雑誌名)は 二重カギ括

弧で括る。雑誌の巻号は原則としてアラビァ

数字を用いる。著者 ・編者名は,姓,名 の順

に記す。

欧文文献では,論 文の標題はローマン体,

収録書名(な いし雑誌名)は イタリック体で

区別 す る。 論 文 名,書 名 な い し雑 誌 名 は いず

れ も,非 独 立 語 を除 き先 頭 の 文 字 を大 文 字 で

記 す 。 見 出 し とな る著 者 ・編 者 名 の み,姓,

名 の順 に記 し,問 を コ ンマ で 区切 る 。 共 著,

共 編 の 場 合,二 番 目以 後 の 著 者 ・編 者 名 は

名,姓 の 順 に記 す 。

a.雑 誌 論 文

著 者,刊 行 年 次,論 文 の 標 題,収 録 雑 誌,

巻 号,収 録 ペ ー ジ,(必 要 に応 じて)雑 誌 の

出 版 地 及 び 出 版 社 を記 す 。

石 田 英 一 郎

1948「 文化 史 的 民 族 学 成 立 の 基 本 問 題 」

『民 族 学 研 究 』13(4):311-330。

Keesing,R.M.

1989CreatingthePast:CustomandIden-

tityintheContemporaryPacific.The

ContemporaryPack1(1&2):1912.

b.論 文 集 所 収 の論 文

著 者,刊 行 年 次,論 文 名,収 録 書 の著 者 ま

た は編 者 名,書 名,収 録 ペ ー ジ,出 版 地 と 出

版 社 を記 す 。 欧 文 の 場 合 は,収 録 書 をInで

指 示 し,編 者 名 は す べ て 名,姓 の 順 に 記 す 。

収 録 書 の そ れ 以 外 の 情 報 は,下 記 の 単 行 本 の

書 誌 情 報 の 要 領 に従 う。

鳥 居 龍 蔵

1975「 日本 人 類 学 の 発 達 」鳥 居 龍 蔵 『鳥

居 龍 蔵 全 集 』pp.459-470,東 京:

朝 日新 聞社(初 出 は1927年)。

バ ー ンズ,J.A.

1981「 ニ ュ ー ギ ニ ア 高 地 に お け る ア フ

リカ ン ・モ デ ル」 笠 原 政 治訳,村

武 精 一 編 『家 族 と親 族 』pp。--6-

134,東 京:未 来社 。

Schneider,D.

1976NotestowardaTheoryofCulture.In

K.BassoandH.Selby(eds.)Mean-

inginAnthropology,pp.197-220.

Albuquerque:UniversityofNew

MexicoPress.

c.シ リ ー ズ の論 文 集 所 収 の論 文

シ リ ー ズ 名 を 書 名 に続 け て 丸 括 弧 内 に記

す 。 欧 文 文 献 の場 合,シ リ ー ズ名 は ロ ーマ ン

体 とす る。
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Ardener, Edwin W. 

   1985 Social Anthropology and the Decline 

        of Modernism. In J. Overing (ed.) 

         Reason and Morality (A.S.A. Mono-

        graphs 24), pp. 47-70. London and 
        New York: Tavistock Publications.

d.単 行本

著者ないし編者,刊 行年次,書 名,出 版地

および出版社 を記す。編書の編者は,単 編は

(ed.),共 編 は(eds.)で 表す。

柳田国男編

1935『 日本民俗学』東京:岩 波書店。

Clifford, J. and G. E. Marcus (eds.) 

   1986 Writing Culture: The Poetics and 
        Politics of Ethnography. Berkeley, 

        Los Angeles and London: University 

         of California Press.

KawakitaJiro(川 喜 多 二 郎)

1987「 素 朴 と文 明 』(PrimitiveandCivi-

lization)講i談 社(Kodansha)。

Inoue Mitsusada 
   1960 Nihon kokka no kigen (Origin of the 

        Japanese State), (Iwanami Shinsho 

        380). Tokyo: Iwanami Shoten.

h。 ウ ェ ブサ イ ト

Demmert, W. and R. Arnold 

   1996 Language Policy. In G. Cantoni (ed.) 

        Stablizing Indigenous Languages 

        (Center for Excellence in Education 
        Monograph). Flagstaff: Northern 

        Arizona University. (Internet, 26th 

         July 2001, http://www.ncbe.gwu.edu/ 

        miscpubs/stabilize/ii-policy/index. 

        htm#Abstract).

e,翻 訳書

上記に加え翻訳者名を表記 し,必 要に応 じ

て原文を括弧内に表記する。

エリアーデ,M.

1974『 シャーマニズム 古代的エクス

タシー技術』堀一郎訳,東 京:冬

樹社。

8.版 権等

文献の引用に著作権 ・版権所有者の許可が

必要な場合,あ るいは図版や写真を掲載する

ために版権の取得が必要な場合は,寄 稿者が

手続きを行い,費 用を負担する。

van Gennep, Arnold 
   1960 The Rites of Passage, translated by 

         M. B. Vizedom and G. L. Cafee. Chi-

        cago: University of Chicago Press.

£ 初 版 以 上

荒 松 雄

1992『 イ ン ドと ま じわ る』 東 京:中 央

公 論(初 出 は1982年,東 京:未.

来社)。'一'r

g.和 文 文 献 の 欧文 論 文 中 で の表 記

Ashizawa　 Noriyuki(芦 沢 紀 之)

　 　 1972　 「実 録 ・総 戦 力 研 究 所 　 　太 平 洋 戦

　 　　 　 　 争 開始 前 後 」 『歴 史 と人物 』10:73

　 　　 　 　 -95.(The　 Document:the　 Institute

　 　　 　 　 of　Total　War　Abilities.　History　and

　 　　 　 　 Persons　 10:73-95.)
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